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地球を持続可能に保つことの重要性は強く認識されており，脱炭素化社会に向けて2050年に温室効
果ガス排出量を実質ゼロにする目標が掲げられている。その状況下，ものづくりにおいて環境負荷に対
する考え方LCA（Life Cycle Assessment）は重要な位置付けにある。LCAとは，サービスのライフサ
イクル全体（資源採取―原料生産―製品生産―流通・消費―廃棄・リサイクル）又はその特定段階にお
ける環境負荷を定量的に評価する手法である。LCAは国際標準規格によってその実施方法が定められ，
産業界で広く使用されており，特に化学工学に背景を持つ研究者によって推進されてきた経緯を持って
いる。本特集では，LCA概要，実際の計算方法や企業におけるLCAの取組を紹介することで，基礎や
活用事例を理解いただく。更にLCAに関わる最近のトピックスとして，サプライチェーン，DX，開発
の方向性の評価を取り上げ，これから産業界で活躍する学生，企業において環境評価に取り組んでいる
技術者，を含む読者の理解の深化，および将来的なLCAの方向性の示唆となれば幸いである。
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近年，2050年カーボンニュートラルという目標に向けて，

ライフサイクルアセスメント（LCA：life cycle assessment）へ
の注目度が増している。気候変動（地球温暖化）への影響に
ついて議論するためには，目の前のプロセスから排出される
二酸化炭素（CO2）などの温室効果ガス（GHG：greenhouse gas）

だけではなく，その背後にあるプロセスを含めた「ライフ
サイクル」全体の排出を見る必要があることへの認識が広
まっている。資源の採掘から製品の製造，使用，廃棄まで，
全ての段階を考えることを「ライフサイクル思考」という。
資源の採掘を「ゆりかご」，廃棄を「墓場」に例え，「ゆりか
ごから墓場まで」製品の一生涯（ライフサイクル）を考慮す
る考え方である 1）。そして，その考え方に基づいて定量的
に環境影響を評価する方法がLCAである。

分かりやすい事例として，ガソリン車と電気自動車（EV：

electric vehicle）の比較がある。過去には，走行時に燃料の
燃焼によってCO2 が排出されるガソリン車に対して，EV
では走行時にCO2 が排出されないことのみを見て，EVが

「CO2 ゼロで走る」と喧伝されることもあった。しかし，燃
料のライフサイクルで見れば，ガソリンの供給のためには
石油の採掘や精製プロセスからの排出もある一方で，EV
に電力を供給するための発電プロセスでもGHGが排出さ
れる。電力供給に伴うGHG排出量は，その地域における
火力発電の割合に依存する。また，ガソリン車もEVも，
素材生産から部品製造，組立，維持，廃棄まで，ライフサ
イクルの各プロセスでGHGが排出される。そのため，ガ
ソリン車とEVの気候変動への影響を比較するためには，

それらのライフサイクル全体のGHG排出量を考慮する必
要がある。

LCAは，初めて国際標準規格（ISO 14040：1997）が発行
されてから四半世紀以上が経過しており，化学産業を含め
た多くの分野で評価が実施され，事例や知見が蓄積してき
た。現在では，国際標準規格はISO 14040：2006（原則お

よび枠組み）2）とISO 14044：2006（要求事項および指針）3）に
再編されている。特に現在の日本ではカーボンニュートラ
ルへの対応が喫緊の課題とされていることから，LCAは製
品のGHG排出量の算定ツールと同義のように扱われるこ
ともあるが，本来のLCAは気候変動に限らず，様々な環
境影響や資源消費（総称して「環境フットプリント」とも呼ばれる）

を評価できる方法である。一方で，LCAには様々な段階で
評価者に判断が委ねられる要素が残されていることから，
恣意性を排除した評価を担保するために指針の策定が求め
られている。化学産業でも，国際化学工業協会協議会（ICCA）

が資源循環のLCAに関する文書 4, 5）を公表しており，日本
化学工業協会によって翻訳版が公表されている 6）。さら
に，ライフサイクル思考に基づく評価は，製品レベルの
LCAから，GHGプロトコルによる「スコープ3」の算定・報
告基準 7）に代表される，組織レベルのサプライチェーンを
対象とした環境影響の評価にも広がっている。

以上のような背景を踏まえ，本稿では，まずISO14040：
2006に規定されたLCAの枠組みや用語の定義を解説す
る。その上で，様々な環境フットプリントについて概観し，
その国際的な動向について述べる。
 

 
2.1　国際標準規格におけるLCAの枠組み

国際標準規格ISO 14040：2006には，図1のようなLCA
の枠組みが示されている 2）。図の左列に示された3つの段
階ごとに「解釈」を加え，必要に応じて前の段階に戻ること
も含め，これらの段階を繰り返すことでLCAが実施され
る。以下では，各段階で何を決定し，何を算定することが
求められているか解説する。
   

1．はじめに
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